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一
般
質
問

代
表
質
問

特
別
委
員
会
活
動

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

本
県
の
財
政
見
通
し

問
高
市
政
権
が
掲
げ
る
「
強
い
経
済
」

や
「
成
長
投
資
」
な
ど
の
施
策
は
大
都

市
圏
へ
の
集
中
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
も

そ
も
地
方
が
育
て
た
人
材
が
都
会
で
働

き
、
都
会
に
納
税
し
て
お
り
、
地
方
に

還
元
す
る
交
付
税
制
度
の
見
直
し
も
必

要
で
は
な
い
か
。
税
源
の
偏
在
是
正
に

ど
う
取
り
組
む
か
。

答
大
企
業
の
本
社
が
東
京
に
移
転
し

て
い
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引

の
中
心
も
東
京
に
な
る
な
ど
、
東
京
に

富
が
集
中
。
法
人
関
係
税
は
全
て
国
へ

上
げ
て
、
消
費
税
は
全
て
地
方
に
も
ら

う
と
い
っ
た
、
思
い
切
っ
た
施
策
を
検

討
す
る
議
論
が
必
要
と
考
え
る
。

境
港
の
水
産
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成

問
境
港
で
は
、
冷
凍
・
冷
蔵
施
設
が

安
田
　
由
毅 

議
員

選
挙
区

 

境
港
市

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

な
っ
た
と
考
え
る
。

不
妊
治
療
の
体
制
整
備

問
今
春
、
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病

院
が
、
複
数
の
診
療
科
と
多
職
種
の
人

材
連
携
に
よ
り
生
殖
医
療
を
行
う
「
高

度
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。
し

か
し
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
、
確
保

が
課
題
と
お
聞
き
し
た
。
両
親
の
願
い

を
叶
え
る
た
め
、
県
と
し
て
も
取
組
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
現
在
、
約
８・
６
人
に
１
人
が
医

療
の
助
け
を
受
け
て
誕
生
さ
れ
て
お

り
、
生
殖
医
療
の
分
野
を
専
門
に
す
る

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
も
連
携
し
、
生
殖
医
療

の
体
制
を
守
っ
て
い
く
。
併
せ
て
、
両

親
の
高
齢
化
も
踏
ま
え
る
と
、
専
門
医

や
生
殖
医
療
に
必
須
と
な
る
「
胚
培
養

士
」
な
ど
の
技
術
人
材
も
不
足
。
専
門

医
や
専
門
人
材
の
養
成
に
向
け
、
関
係

者
と
も
協
議
し
て
、
資
格
取
得
等
へ
の

財
政
的
支
援
も
検
討
し
て
み
た
い
。

看
護
師
養
成
施
設
の
あ
り
方

問
看
護
師
等
養
成
施
設
の
受
験
者
、

入
学
者
は
伸
び
悩
み
、
人
材
確
保
が
不

安
定
な
状
況
。
国
で
は
２
０
４
０
年
を

見
据
え
た
検
討
会
を
設
置
。
県
も
長
期

的
な
視
点
で
看
護
師
養
成
、
確
保
策
を

検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
２
０
４
０
年
を
見
定
め
て
、
看
護

の
需
給
状
況
調
査
を
考
え
た
い
。
看
護

師
の
供
給
が
減
る
の
と
同
時
に
、
需
要

も
減
る
可
能
性
が
あ
る
。
医
療
だ
け
で

な
く
、
介
護
の
需
要
も
含
め
て
よ
く
見

定
め
た
い
。

強
度
行
動
障
が
い
者
へ
の
支
援

問
強
度
行
動
障
が
い
者
に
つ
い
て
、

支
援
を
受
け
て
い
る
方
の
人
数
、
受
入

れ
可
能
な
施
設
の
定
員
、
入
所
待
ち
の

状
況
な
ど
、
実
態
を
把
握
で
き
て
い
る

か
。

答
令
和
５
年
度
と
６
年
度
に
、
市
町

村
な
ど
と
連
携
し
た
調
査
を
実
施
。
今

年
度
は
障
が
い
者
プ
ラ
ン
を
改
定
予
定

で
あ
り
、
詳
細
な
調
査
を
行
い
、
人
材

確
保
や
育
成
策
、
補
助
制
度
の
拡
充
な

ど
、
今
後
の
施
策
を
検
討
し
た
い
。

県
立
高
校
の
高
専
化

問
知
事
は
県
立
高
専
を
提
案
さ
れ
た

が
、
高
専
に
は
県
外
か
ら
の
求
人
が
多

く
寄
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
県
立
農
業
大

学
校
な
ど
が
既
に
あ
る
中
、
あ
え
て
県

立
高
専
を
提
案
し
た
狙
い
は
何
か
。

答
構
想
を
提
案
し
た
の
は
、
県
議
会

や
産
業
界
の
考
え
を
見
さ
せ
て
も
ら
う

た
め
。
ま
ず
は
、
協
議
の
場
を
つ
く
り

研
究
を
進
め
る
こ
と
に
、
議
会
の
賛
同

が
得
ら
れ
れ
ば
、議
論
を
深
め
て
い
く
。

ま
た
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用
す
る
た

め
に
も
、
今
年
度
中
に
進
め
る
か
ど
う

か
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
。
意
見
集
約

を
速
や
か
に
図
り
た
い
。

老
朽
化
。
水
産
関
連
商
品
の
高
付
加
価

値
化
の
た
め
生
産
か
ら
加
工
、
造
船
業

も
含
め
、
一
連
の
流
れ
と
し
て
地
域
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
位
置
付
け
、
支

援
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
境
港
の
水
産
品
物
流
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
の
が
冷
凍
・
冷
蔵

庫
。
整
備
を
支
援
す
る
国
の
補
助
制
度

へ
の
採
択
も
競
争
が
厳
し
い
。
地
域
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
中
へ
の
位
置
付

け
も
視
野
に
入
れ
、
冷
凍
・
冷
蔵
施
設

の
更
新
、
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

工
業
団
地
造
成
の
波
及
効
果

問
境
港
の
昭
和
地
区
工
業
団
地
、
竹

内
工
業
団
地
が
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大

山
圏
域
に
も
た
ら
し
た
効
果
は
。

答
昭
和
30
年
代
以
降
、
境
港
市
内
に
、

昭
和
地
区
工
業
団
地
、竹
内
工
業
団
地
、

西
工
業
団
地
を
造
成
。
そ
れ
ま
で
散
在

し
て
い
た
水
産
加
工
業
が
集
ま
っ
て
団

地
化
し
、
食
品
加
工
業
も
立
地
し
始
め

た
。
さ
ら
に
平
成
に
な
る
と
廃
棄
物
処

理
業
も
立
地
す
る
よ
う
に
な
り
、
港
湾

整
備
前
の
昭
和
35
年
頃
に
比
べ
る
と
製

品
出
荷
額
は
20
倍
以
上
と
な
っ
た
。
工

業
団
地
の
造
成
が
中
海
・
宍
道
湖
・
大

山
圏
域
の
産
業
振
興
の
き
っ
か
け
と

とっとり県議会だより


